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植物種の潜在的分布域の予測と温暖化影響評価

将来の潜在分布域の予測現在の潜在分布域の予測

検証

気候変化シナリオ

植物の分布データ

ＭＶＤＢ（環境省）
ＰＲＤＢ（自作）

気候データ

メッシュ気候値（気象庁）

統計モデル

現在の気候データ



気候データ

気候変数：

暖かさの指数（WI ）

最寒月の最低気温（TMC ）

夏期(5～9月)降水量（PRS ）

冬期（12～3月）降水量 (PRW )

現在の気候データ（1971～2000年）：

メッシュ気候値2000（気象庁，2002）

将来の気候シナリオ（ 2031～2050年，2081～2100年）:
RCM20 (気象庁・気象研究所，2004)
MIROC (東大・海洋研究開発機構・国立環境研，

2004)



４気候変数の現在と温暖化後（RCM20，MIROC）の空間分布



ブナ (Fagus crenata)：日本を代表する天然林



白神山地世界遺産地域のブナ林分布確率の将来予測
3次メッシュ（1km2）の解析結果

（分布適域）



分布下限のブナと落葉樹の混生 分布上限のブナ林が低木林に接する

白神山地

中腹のブナ純林

白神山地の植生垂直分布
ブナ林分布上限



ブナ林の潜在分布域の予測と温暖化影響評価
 

（分布適域）



太平洋側低山の脆弱なブナ林 （冬季の筑波山､標高800m）



脆弱なブナ林の
モニタリング

温暖化影響など
森林変化の検出

自然林の保
全策の検討



ハイマツ

高山帯の優占種

南アルプス（標高2500～3000m）



ハイマツの分布

（a，b）実際の分布

（c）現在の気候における
分布適域の予測

（d，e）温暖化後における
分布適域の予測



自然林におけるの温暖化影響の予測と適応

種の分布予測モデルと気候変化シナリオ

将来の潜在分布域 現在の分布域

脆弱な種と地域の特定

持続的分布域（逃避地）の特定

モニタリングによる変化の検出

温
暖
化
影
響
予
測

適
応
策

協議会による対策の検討と実行



●マツ枯れの原因は、マツノザイ
センチュウを病原体とする昆虫媒
介性の伝染病

●温度に対し感受性が高い

マツノマダラカミキリマツノマダラカミキリ
Monochamus alternatusMonochamus alternatus

マツノマダラカミキリの気管から
遊出するマツノザイセンチュウ

マツノザイセンチュウ
Bursaphelenchus xylophilus

Photo by M. Akiba

マツ枯れ: 最悪の森林被害



マツ枯れ被害分布予測の基準となるｍｂ値確定のための現地調査

低地（暖）

高地（寒）

移行域（標高）

九州（霧島） 750～800m
広島（三和・高野） 450～550m（三和）

650～750m（高野）

滋賀（湖西・湖北） 500～600m
長野（豊丘・上田） 750～850m
福島（いわき・玉川・

郡山・河東） 450～600m

移行域mb値：19～22

移行域

危険域

抑制域

mb値とは、15℃を閾値とする積算気温
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山岳地湿原
平ヶ岳(2,141m)

脆弱な植生タイプ

温暖化影響検出



1971年と2000年における
平ヶ岳山頂部の湿原の分布

オルソ空中写真より作成

過去30年間で湿原面積が90%に減少



ありがとうございました
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